
（1）

ご
　
挨
　
拶

理
事
長
　
髙
村
良
一

　

組
合
員
の
皆
様
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
当

土
地
改
良
区
の
運
営

並
び
に
事
業
推
進
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
続
く
中
、
南
魚
沼
市
内
の
感
染
者
は
減

少
傾
向
に
な
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
安
心
し
て
生
活
で
き
る
状
況
で
な

く
、
一
日
で
も
早
く
終
息
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
っ
て
、
原
油
が
高
騰
し
輸
送
費
や
各
種

資
材
が
値
上
が
り
し
、
肥
料
や
燃
料
な
ど

生
産
資
材
も
高
騰
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
食
産
業
の
低
迷
に
よ

り
、
消
費
減
少
も
合
わ
さ
っ
て
農
業
経
営

へ
の
直
接
的
な
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り

影
響
を
受
け
る
体
制
を
変
え
る
た
め
に
も
、

日
本
の
食
料
自
給
率
を
五
十
％
以
上
に
な

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
産
地
消
な
ど
は
絶
大
な

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
常
に
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
制
度
作
り
が
必
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
土
地
改
良
区
で
は
八
月
十
九

日
に
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
、
令
和
三
年

度
決
算
が
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
書
面
議

決
に
よ
り
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
回
同
様
に
総
代
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
に
関
し
て
で
す
が
、
当
土
地
改
良

区
管
内
で
は
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
三
地

区
と
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
が
三
地
区
、

団
体
営
事
業
が
四
地
区
と
工
事
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
支
線
の
用
排
水
の
事
業
が
中

心
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
幹
線
用
排
水
路

に
つ
い
て
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状
況

で
あ
り
、
支
線
と
違
い
幹
線
用
排
水
路
が

壊
れ
た
場
合
に
は
事
業
費
も
高
額
に
な
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
地
域
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
す
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
幹

線
用
排
水
路
に
つ
い
て
も
更
新
す
る
時
期

　

去
る
八
月
十
九
日
、
書
面
議
決
を
導
入

し
た
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
挨
拶
、
経
過
報
告
の
後
、
議

長
に
第
三
選
挙
区
の
廣
田
英
治
総
代
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
議
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
令
和
四

年
度
事
業
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
と
そ

の
他
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
括
監
事
か
ら
は
、
令
和
三
年
度
の
決

算
監
査
報
告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第 14 号
発　行　日
令和4年11月
南魚沼土地改良区
理事長� 髙 村 良 一
電話�025 －781－ 6130

令
和
四
年
度
　
第
一
回 

臨
時
総
代
会

一
、
地
区
面
積
（
業
務
報
告
書
面
積
）

　
　
　
　
　
　
　
　

三
，六
六
八
．四
ｈａ

　
　
　
　
　
　
（
田　

三
，二
七
八
．八
ｈａ

　
　
　
　
　
　

畑　
　
　
三
〇
六
．三
ｈａ

　
　
　
　
　
　

そ
の
他　
　
八
三
．三
ｈａ
）

二
、
組
合
員
の
総
数�

四
，五
九
六
人　

三
、
令
和
三
年
度 

工
事
の
状
況

　
　

県
営
事
業�

六
件　

　
　

団
体
営
事
業�

四
件　

　
　

維
持
管
理
適
正
化
事
業�

一
件　

四
、
事
務
の
経
過

　

ア
．
通
常
総
代
会
、
臨
時
総
代
会

�

各
一
回
開
催　

　
　
　

平
均
出
席
率�

九
五
．〇
％　

　

イ
．
理
事
会�

五
回
開
催　

　
　
　

平
均
出
席
率�

九
六
．七
％　

　

ウ
．
監
事
会�

六
回
開
催　

　
　
　

平
均
出
席
率�

一
〇
〇
．〇
％　

　

以
上
の
と
お
り

で
し
た
。 業

務
報
告

�

自 

令
和
三
年
四
月
一
日

�

至 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

に
来
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
事
業
の
申
請

に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
け
る
の

も
組
合
員
の
皆
様
、
関
係
機
関
の
皆
様
の

ご
尽
力
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
計
画
的
に
事
業
が
推
進
出

来
ま
す
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
か
ら
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
の
皆
様
が
安
心
し
て

営
農
が
で
き
る
土
地
改
良
区
と
し
て
役
職

員
一
丸
と
な
り
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令和3年度　一般会計決算について
（収入の部）� （単位：円）
項　　目 決　算　額 予　算　額 比較増△減 附　　　　　　　記

賦 課 金 235,231,870 236,392,000 △ 1,160,130
運営事務、維持管理賦課金、
償還金賦課金

補 助 金 124,651,486 167,770,000 △ 43,118,514 事業補助

長 期 借 入 金 81,544,000 90,084,000 △ 8,540,000 日本政策金融公庫借入金

使 用 料 20,200,234 19,975,000 225,234
電柱敷地料、道水路使用料、
土地賃貸料

雑 収 入 4,405,234 2,752,000 1,653,234 受取利息、過年度収入

資産取崩・売却 7,710,697 10,175,000 △ 2,464,303 財政調整積立金、固定資産売却

繰 越 金 626,316,744 626,308,000 8,744 令和2年度より

合　　計 1,100,060,265 1,153,456,000 △ 53,395,735

（支出の部）� （単位：円）
項　　目 決　算　額 予　算　額 比較増△減 附　　　　　　　記

維 持 管 理 費 138,181,323 206,199,000 △ 68,017,677 維持管理19会計

事 業 費 100,040,000 117,640,000 △ 17,600,000
団体営事業、調査事業、
高度化支援事業

事 務 所 費 88,668,855 102,064,000 △ 13,395,145
会議費、事務費、役員報酬、
職員給与

年 賦 償 還 金 59,137,071 59,805,000 △ 667,929 借入償還金返済

事 業 分 担 金 53,187,800 53,189,000 △ 1,200 新潟県へ

積 立 金 7,132,902 416,669,000 △ 409,536,098

固定資産取得 626,897 820,000 △ 193,103

雑 支 出 0 1,100,000 △ 1,100,000

予 備 費 0 195,970,000 △ 195,970,000

合　　計 446,974,848 1,153,456,000 △ 706,481,152

決算残金　653,085,417円は令和4年度会計へ繰越
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令和3年度　各種積立金決算状況について
� （単位：円）

項　　　　　　目 令和3年度決算時 令和2年度決算時 比較増△減

転 用 決 済 金 積 立 金 43,452,455 41,954,684 1,497,771

財 政 調 整 積 立 金 32,398,110 39,368,164 △ 6,970,054

役 員 退 任 給 与 積 立 金 2,126,307 786,300 1,340,007

職 員 退 職 給 与 積 立 金 44,066,768 36,064,597 8,002,171

維持管理運用基金積立金 268,051,169 243,045,820 25,005,349

預 託 金 積 立 金 19,970,800 19,970,800 0

令和3年度　財産目録について
� （単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
摘　　　　　　　要 金　　　額 摘　　　　　　　要 金　　　額

流 動 資 産 243,019,803 長 期 負 債 382,496,852

（現金及び預金） 日 本 政 策 金 融 公 庫 338,533,457

未 収 金 4,303,145 みなみ魚沼農業協同組合 43,963,395

（未収賦課金）

特 定 資 産 410,065,609 転 用 決 済 金 引 当 金 43,452,455

転 用 決 済 金 積 立 金 43,452,455 財 政 調 整 引 当 金 32,398,110

財 政 調 整 積 立 金 32,398,110 役 員 退 任 給 与 引 当 金 2,126,307

役 員 退 任 給 与 積 立 金 2,126,307 職 員 退 職 給 与 引 当 金 44,066,768

職 員 退 職 給 与 積 立 金 44,066,768 維 持 管 理 運 用 基 金 引 当 金 268,051,169

維持管理運用基金積立金 268,051,169 預 託 金 引 当 金 19,970,800

預 託 金 積 立 金 19,970,800

基 本 財 産 240,000

新 潟 県 信 連 出 資 金 60,000

農 林 中 央 金 庫 出 資 金 150,000

みなみ魚沼農協出資金 30,000

固 定 資 産�（事務所） 62,858,651

機 械 器 具 7,377,457

備品　　�事 務 所 所 在 4,949,800

　〃　　　�揚 水 機 場 所 在 2,427,657

合　　　計 727,864,665 合　　　計 792,562,461
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令和4年度　一般会計予算について
� （単位：円）

収　　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　　出
項　　目 予　算　額 備　　　考 項　　目 予　算　額 備　　　考

組 合 費 226,422,000 運営・維持管理賦課金、償還金賦課金含む 維持管理費 178,400,000 各維持管理19地区、適正化事業、受託業務
補　助　金
及び交付金 83,850,000 国・県・市 事業補助、適正化事業交付金 事 業 費 56,142,000 各工事

雑 収 入 22,973,000 土地賃貸料、過年度収入、預金利息 事 務 所 費 84,119,000 役員報酬、職員給与、会議費、事務所維持費
業 務 受 託
収 入 12,011,000 換地業務、ポンプ場管理 負 担 金 54,623,000 各工事の地元負担

借 入 金 71,343,000 事業地区 借入償還金 53,006,000 事業償還金、リース、
支払利息

取崩収入・
繰 入 金 121,000 固 定 資 産

取 得 1,820,000 器具備品

繰　越　金 649,982,000 令和3年度より 積 立 支 出 436,597,000 基本財産積立、
特定資産積立

雑 支 出 110,000
予　備　費 201,885,000

合　　計 1,066,702,000 合　　計 1,066,702,000

〈収入の割合〉 〈支出の割合〉

組合費
21.23％

事業費
5.26％

事務所費
7.89％

維持管理費
16.72％

借入金 6.69％

繰越金
60.93％

予備費
18.93％

積立支出
40.93％

補助金及び
交付金
7.86％
雑収入 2.15%

雑支出
0.01％

業務受託収入
1.13％

負担金
5.12％

取崩収入・繰入金
0.01％

借入償還金
4.97％

固定資産取得
0.17％

令和4年度　各種積立金について
� （単位：円）
項　　　　　　目 4年度予算額 摘　　　　　　　要

転 用 決 算 金 積 立 金 44,130,000 運営事務費決済金、維持管理費決済金、償還金決済金、
3土地改良区基金

財 政 調 整 積 立 金 32,399,000 一般会計
役員退任給与積立金 3,467,000
職員退職給与積立金 52,068,000

維持管理運用基金積立金 284,562,000 天野沢水系、大巻薮神、第7工区、第9工区、東部共通、
中之島施行地、新高棚、県開塩沢、上田

預 託 金 積 立 金 19,971,000 イオン・富士観光借地契約に係る預託金



（5）

令和4年度　県営・団体営事業の施工について
事業名 地区名 工事名

事業費
（千円）

地区
受益面積

主要工事

経 営体 育 成 基 盤
整 備 事 業

吉里

区画整理第5次工事
区画整理第6次工事
用水路工第8次工事
用水路工第9次工事
用水路工第10次工事
地�盤変動影響調査（事前）
　（その2）
地�盤変動影響調査（事前）
　（その3）
地盤変動影響調査（事前）
　（その4）
用地測量等作業委託
物件等調査業務委託
第5次設計業務委託
R4換地業務委託

326,135 53.0ha

区画整理 計	 Ａ＝2.93ha
区画整理 計	 Ａ＝11.21ha
ポンプ更新	 1箇所
ポンプ製作・据付　1箇所
ゲ�ート、スクリーン
　製作・据付	 1式
建物等事前調査 計　7棟
建物等事前調査 計　11棟
建物等事前調査 計　11棟
用地測量	 1式
独立工作物	 2箇所
計画変更	 1式
換地業務	 1式

大月

地形図作成業務委託
第1次設計業務委託
第1次地質調査業務委託
R3換地業務委託
R4換地業務委託

100,000 17.9ha

地形図作成	 1式
ほ場整備設計	 1式
地質調査 1式、�総合解折 1式
換地業務	 1式
換地業務	 1式

県 営 農 地 環 境
整 備 事 業

泉盛寺開田
区画整理第33-1次工事
R4換地業務委託

25,000 19.4ha
コンクリート舗装工　1式
換地業務	 1式

県 営 か ん が い
排 水 事 業

上田第1

用水路工第10次工事
用水路工第11次工事
用水路工第12次工事
第6次設計業務委託
用地測量等作業委託

237,574 452.5ha

管水路工　L＝1,924.1ｍ
管水路工　L＝1,619.1ｍ
開水路工　L＝2,364.8ｍ
計画変更　1式
用地測量　1式

中之島第1
用水路工第11次工事
第7次測量設計業務委託

55,000 873.5ha
開水路工　L＝1,344.2ｍ
計画変更　1式

県 営 た め 池 等
整 備 事 業

西部幹線小栗山 第3次工事 13,000 575.6ha ドレーン工	 41箇所

県 営 計 27件 756,709

基盤整備促進事業

小松沢 第4次用水路改修工事 17,250 6.7ha 用排水路工事	 L＝855ｍ

原柄沢
第2次用水路改修工事
舗装工事

R3�
26,400

R4� 2,800
13.4ha

用水路工事	 L＝351ｍ
送水管	 L＝100ｍ
舗装	 A＝194㎡

西泉田 排水路改修工事 18,000 9.0ha 排水路工事	 L＝191ｍ

県 単 農 業 農 村
整 備 事 業

西泉田用水 取水ゲート改修工事 1,100 14.7ha
取水ゲート開閉器補修　1式
水位計補修	 1式

団 体 営 計 5件 65,550
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五日町

スキー場

ほくほく線

上越新幹線
四十日

新堀

津
久
野

山谷

舞子

姥沢新田

吉山新田

石打

雲洞
三郎丸

八箇峠

六日町IC

塩沢石打IC

塩沢

六日町

金城山
▲

県営経営体育成基盤整備事業
吉里地区
区画整理 14.14ha

県単農業農村整備事業
西泉田用水地区
開閉器・水位計 補修 1式

県営農地環境整備事業
泉盛寺開田地区
換地業務 1式

基盤整備促進事業
原柄沢地区
用水路改良 L＝451m

県営ため池等整備事業
西部幹線小栗山地区
水抜き工 41箇所

基盤整備促進事業
小松沢地区
用排水路改良 L＝855ｍ

県営かんがい排水事業
中之島第1地区
用水路改良 L＝1,344.2m

県営かんがい排水事業
上田第1地区
用水路改良 L＝5,908m

県営経営体育成基盤整備事業
大月地区
換地業務 1式

基盤整備促進事業
西泉田地区
排水路改良 L＝191ｍ

令和4年度

事業施工位置図
・事業施工写真

吉里地区 第6次工事区域吉里地区 第5次工事区域

第3次工事区域

第4次工事区域

上田第1地区 広道工区小松沢地区
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組
合
員
の
皆
様
か
ら
農
地
の
面
積
に
応
じ
た

賦
課
金
を
、
毎
年
集
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

賦
課
金
は
、
運
営
事
務
費
と
維
持
管
理
費
、

償
還
金
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
全
員
に
、
田
の
整
備
内
容
や
地
形

（
山
地
・
都
市
計
画
区
域
）
の
条
件
に
よ
り
、

六
種
類
に
分
か
れ
た
運
営
事
務
費
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
運
営
事
務
費
の
内
容
は
、
土
地

改
良
区
を
運
営
す
る
た
め
の
経
費
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
維
持
管
理
費
で
す
が
、
地
域
の
水
路
や

道
路
の
修
繕
・
管
理
の
経
費
に
な
り
ま
す
。
地

域
に
よ
っ
て
単
価
や
管
理
方
法
が
違
っ
て
い
ま

す
。
ポ
ン
プ
や
施
設
が
あ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、

電
気
代
や
管
理
人
の
費
用
も
出
て
き
ま
す
の
で

単
価
は
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
地
区
の
方
に
は
徴
収
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

償
還
金
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
受
益
者
に
よ

り
補
助
事
業
（
ほ
場
整
備
や
水
路
工
事
等
）
を

実
施
し
た
地
区
の
方
た
ち
に
、
地
元
負
担
金

（
事
業
に
よ
り
補
助
率
は
違
い
ま
す
）
を
土
地

改
良
区
が
農
林
公
庫
か
ら
借
り
て
、
十
年
～
二

十
年
で
償
還
し
て
い
き
ま
す
。
事
業
規
模
や
補

助
率
、
面
積
に
よ
り
単
価
が
違
い
ま
す
。
償
還

年
数
に
よ
っ
て
も
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

土
地
改
良
費
に
つ
い
て

運営事務費の内容
運営
コード

種　別 地目別 運営事務費の区分け内容

1001 施行地1 田 土地改良事業を実施して整備した地区

1002 施行地2 田（山地）
土地改良事業を実施して整備した地区で、土地改良区
が定めた勾配以上がある地区

1003 施行地3 畑
土地改良事業を実施して整備した地区で、用水を使用
している畑地

1004 未施行地1 田 土地改良事業を実施していない地域の田

1005 未施行地2
田
（都市計画区域）

南魚沼市の都市計画区域に入っている田

1006 未施行地3 田（山地）
土地改良事業を実施していない地域の田で、土地改良
区が定めた勾配以上がある地区

賦課徴収期限� 令和4年度

種　　　別

期別及び徴収期限

第1期 第2期 第3期 第4期

5月31日 8月1日 10月31日 11月30日

運営事務費　コード1001 ～ 1006 50％ 50％

維持管理費　コード1101 ～ 1351 50％ 50％

県ぽ西山地区維持管理費 100％

償還金　コード2011 ～ 3701 50％ 50％

県営天野沢かんぱい償還金 100％

県単事業仁田川蕪甲地区償還金 100％

徴収期限については、その日が土曜日・日曜日または休日に当たるときはその翌日になります。
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農地の移転届はお忘れなく
　農地の全部または一部を以下の理由などによって移動があった
ときは、土地改良区まで届出をお願いします。

　農地転用等に伴い地区除外される土地は、規程に基づき決済金を納付書により納めていた
だくことになります。決済金を完納した土地は、土地改良区の土地台帳より抹消され翌年度
から賦課金がなくなります。

《届け出がないと従来のまま賦課されますので、お早めに手続きをお願い致します》
� お問合せ先電話番号 025－781－6130　

①　農地の転用
　　住宅や倉庫、車庫、公共用地への転用

②　農地の移動
　　農地の売買、賃貸借の設定及び解約など

③　組合員資格の交代
　　農業者年金受給による経営移譲したとき、亡くなられたときなど

　

用
排
水
路
に
ゴ
ミ
や
油
・
薬
品
等
を
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
排
水
路
の
水
も
下

流
域
で
は
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。

　

法
面
の
除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て
も
、

慎
重
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
取
水
口

は
個
人
管
理
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

用
排
水
路
の
管
理
に
つ
い
て

　

九
月
二
日
に
、
お
お
ま
き
小
学
校
の
四

年
生
の
皆
さ
ん
と
担
任
の
先
生
と
で
、

「
田
ん
ぼ
の
水
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
学
校
田
の
取
水
口
の
水
を
出
し

て
み
て
、
そ
の
後
は
バ
ス
で
西
部
開
田
幹

線
水
路
の
分
水
の
場
所
に
移
動
し
て
、
幹

線
水
路
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
流
れ
込
む

と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
天
野
沢
揚
水
機
場
に
て
操
作
室
・
ポ

ン
プ
と
給
水
槽
を
見
学
し
て
か
ら
、
魚
野

川
か
ら
取
水
し
て
い
る
魚
野
川
頭
首
工
を

見
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

魚
野
川
か
ら
取
水
し
て
、
天
野
沢
の
揚

水
機
場
で
水
を
上
げ
て
、
塩
沢
・
六
日

町
・
大
巻
・
薮
神
と
用
水
が
流
れ
て
い

き
、
田
ん
ぼ
に
水
が
届
く
ま
で
の
経
路
で

の
説
明
を
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に

話
を
聞
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
水
は

ど
こ
か
ら
く
る
の
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た


